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表１ 捜索結果
分かった。逆に，白いスニーカーを履いていた認知症役学
生を捜索したチームからは，白い履物は遠くからでもよく
見えたという感想があった。
次に，身体的特徴には，身長，体重，体格を書いていた
が，服装によって体格はよくわからないこと，身長や体重
は，その数値がどの程度なのか普通に見ただけではあまり
参考にならないという意見があった。
最後に，発見後本人であることを確認するために役に立
ったのが，その他の欄に記載していた「沖縄に行きたいと
言っていた」という情報である。声をかけて，話をするう
ちに，「沖縄」という言葉が高齢者役学生から出たので確
信できたという感想が，どのブロックからも聞かれた。
６）連合町内会幹部会での総括
平成28年3月30日，高尾学区連合町内会幹部会において，
上記の概要と学生からの反省や意見をまとめ，報告した。
幹部会出席者（すべて訓練参加者）からの意見は以下のと
おりであり，実施したことで，現実味が増し，さらなるバ
ージョンアップや訓練の継続の意思が出された。
・TVでの放送を見た他地区の人から良い取組みだと言っ
てもらえ，反響は大きかった。
しかし，自分がこの訓練について十分に説明ができなかっ
たことから，じっくり事前の準備や認知症に対する勉強
をしておく必要があると感じた。
・今回は認知症役の学生が素直に声かけに応じてくれた
が，実際にはかなり難しいと思う。
いろいろなパターンの人もいるので，これが答えという
ものはなくても，いろいろなパターンで声かけの訓練を
してみてはどうか。
・今回は，小さいブロックで行ったが，もっと広い範囲で
の捜索となるとかなり難しいだろう。今度は，もっと広
域でやってみるのもよいのではないか。
・捜索対象者の情報に関しては，実際のところ写真が有効
である。歩き方の特徴を伝えるのも有効である。
・次年度も引き続き，バージョンアップしながら訓練をし
ていきたい。
・スマートフォンやGPSの端末もあるということについ
て，どんなものがあるのか。どうやって使うのか興味が
ある。
７．考察
１）訓練実施の効果
今回，初めての捜索訓練であったにもかかわらず，多く
の参加者を得られた。高尾学区連合町内会というしっかり
とした組織と，役員，委員，総代などの重層的な体制，参
加者一人一人の役割意識の高さがうかがえた。　
初回の会合では，連合町内会の意思として訓練実施を決
定するに至らず，訓練の具体的な説明を求められたため，2
回目の会合ではこちらが提示した訓練の概要を一方的に
説明するというかたちになった。しかし，具体案を説明す
る中でも，参加者からの反対意見や別の提案が出され，そ
れらをもとに計画の修正やさらなる協議ができた。また，
ブロック毎に捜索方法や捜索チーム間での連絡方法をチ
ーム内で検討をしてもらえたことが，参加者の自主性を醸
成し，短期間での実施と，「1時間で発見，誘導をする」目
標を達成できた要因であると考えられる。また，3つのブロ
ックに分けて発見するという成功体験は，最終の幹部会で
の総括にあるように，認知症に関する学習機会の必要性，
訓練の継続，捜索地域の拡大や声のかけ方訓練の必要性な
ど「バージョンアップした訓練」を目指す前向きな意見に
つながったものと考えられる。
2点目は，実際の情報伝達，捜索，声かけ，誘導を行うこ
とで，前述した服の色や情報伝達中に起こる齟齬などの困
難さや，本人を確認するのに役立った靴や最近の言動な
ど，体験を通して参加者相互に学びを得られたことも効果
としてあげられる。
また，新見市内で初めての認知症高齢者の所在不明者捜
索訓練であったことから，地元のテレビ局や新聞社などか
らの取材，報道が行われた。総括にも挙げられていたよう
に，報道を見て他地域の人からも注目を浴びることは，訓
練参加の動機づけの強化や新たな地域の誇りにもつなが
り，広報の重要性に気づかされた。また，こうした活動が
他地域にも伝わることで，より広域での訓練実施や地域を
考えるきっかけになるなどの波及効果を期待したい。
２）地域全体での関心の醸成
今回，一般地域住民に対しては積極的な参加の依頼はし
ていないものの，回覧板で実施と情報提供を依頼する文書
を回していた。しかし，訓練当日，「道を歩いている人が
いなかった」という結果となった。また，高齢者役の学生
は，少数であるが屋外で洗車をしている人や農作業をして
いる地域住民と出会って，会釈を交わしたり，住民に見ら
れたという認識を持ったという記録を残しているものの，
捜索者への情報提供には至っていなかった。今後，地域住
民の関心を高め多くの地域住民の参加に向けて，広報や実
施方法を充実することが必要である。また，高尾地区は旧
道沿いに広がる地域であり，商店や会社の事務所，ガソリ
ンスタンドなどがある。学生が移動（徘徊）ルートを決定
するために事前に地域を歩いたときは，商用車等の交通も
かなりあった。訓練実施当日は日曜日であり，商店や会社
は休みで，商用車の行き来もほとんどない状況であった
が，地域の商店や仕事をしている事業所との連携ができれ
ば，稼働しているウィークデイには有効な資源となるので
はないだろうか。
また，今回並行して行ったLINEを活用した捜索では，高
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尾若連中の人に情報提供の協力を得ることができた。訓練
当日に時間的な拘束が伴わないこと，LINEを使用してそ
の時いる場所から情報を提供できることなどが，協力承諾
のポイントであったようだ。打ち合わせでは，LINEでの若
連中内の連絡網作成や，自分が普段つながっている他グル
ープへの協力の呼びかけも行ってもいいのかなど，若者世
代ならではの得意分野を生かしたアイディアを出してく
れる人に助けられた。こうしたことが契機となって，次世
代の地域活動への意識が醸成され，参加のきっかけになる
可能性もあろう。
３）ケアにつよい地域形成へ向けて
捜索訓練は，ケアにつよい地域づくりに踏み出す第一歩
になったのか考察する。総括の参加者からの前向きな姿勢
や訓練継続への意思が示されたことは，その可能性が示唆
されている。「訓練だからうまくいったけれど，本当の時
にはうまく見つけられるだろうか」「正しい答えや模範は
なくても，声をどうかけたらいいのか知りたい」など，現
実の問題として難しさに気づくことで，認知症への関心か
ら，認知症ケアに対する具体的な関心に変化しているとい
えるだろう。今後は，さらに認知症ケアや介護福祉の専門
家，行政や警察・消防などがその垣根を越えて，地域とつ
ながることで，地域介護力の実質的な向上に寄与すると考
えられる。
最後に今回，高尾学区連合町内会自主防災部の活動とし
て，本訓練が位置づけられたことについて触れたい。介護
を必要とするのは高齢者だけでなく，障がい者やこどもも
含まれる。若い世代の人もケガをした時には車いすを使用
することもあるだろう。各地で頻発する大規模災害におい
て，自力で避難できない多くの人の命が失われた。誰かが
車いすで段差を越える介護方法を知っていたら，その誰か
が誰かの命を救うことができたかもしれないのである。認
知症高齢者支援という課題と，防火・災害時支援といった
課題は，従来別々の課題として取り扱われるものであろ
う。その垣根を越えて「地域住民の命を守る」ことを中心
に据えて本活動が実施できたのは，高尾学区連合町内会に
包括的な地域づくりと，現実的な課題対応の模索という二
つの視点があるからこそ実現できたのではないかと考え
ている。人口減少時代に突入し，少子高齢化はますます進
展していく。地域を担う人々が，多くの課題にそれぞれ対
応することは，現実的に困難な時代となる。こうした時代
に向かう時，複数の課題を俯瞰して，共通するものを核と
した効率的な取り組みや仕掛けが大切になってくるだろ
う。その核の一つとして，ケアにつよい地域づくりが位置
づけられることは意義あることではないだろうか。
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今回の訓練に参加して下さった高尾学区連合町内会の
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部・自主防災部の皆さま，積極的な理解と学生指導にご協
力をいただいた高尾学区新見公立短期大学学生との交流
を考える会の皆さま，高尾若連中の皆さま，そして一緒に
頑張って訓練実施をしてくれた学生の皆様に，心より感謝
いたします。
注１）新オレンジプランは，7つの柱をもとに構成。1.認知
症への理解を深めるための普及・啓発の推進　2.認知症の
容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供　3.若年性
認知症施策の強化　4.認知症の人の介護者への支援　5.認
知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進　6.認
知症の予防法，診断法，治療法，リハビリテーションモデ
ル，介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の推進
7.認知症の人やその家族の視点の重視である。5番目のやさ
しい地域づくり推進の項目において，徘徊などに対応でき
る見守りネットワークの構築が含まれている。
注２）2017年3月，高尾学区連合町内会幹部会資料による町
内会数および入会戸数。高尾地区では，24の町内会の地域
が高尾小学校の校区と一致している。町民運動会などで
は，24町内会を地理的なつながりや戸数により3～6の町内
会を１つとして，6分団が形成されている。本訓練において
もこの6分団を利用し，地理的につながっている2つの分団
をひとつのブロックとして，3ブロックを形成した。
注３），注４）2015，2016年度に地域福祉研究として，学
生と一緒に取り組んだものである。
注５）2015年9月20日実施された大牟田市における第12回
認知症SOSネットワーク模擬訓練視察時において，訓練を
担当していただいた地区の町内会長様より教えていただ
いた話であり，後日インタネット検索により，はやめ人情
ネットワーク世話人会会員の自主レポートを参考にした。
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